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去
る
７
月
２６
日
口
今
年
で
２０
回

筵
　
目
と
な
る
「横
手
卸
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＆
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・・
　

今
回
は
１４
社
３７
名
の
参
加
の
下
、

難
関
の
コ
ー
ス
設
定
の
グ
ラ
ウ
ン

・、　
ド
ゴ
ル
フ
を
競
技
。
こ
の
後
、
厚
生

委
員
が
手
作
り
し
た
、
焼
鳥
・
焼
肉

ｏ
ホ
タ
テ
焼
他
の
つ
ま
み
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
の
生
ビ
ー
ル
で
流
し
込
み
ま

し
た
。
パ
ー
テ
ィ
後
半
で
は
、
恒
例

の
企
画
で
あ
る
参
加
者
全
員
に
賞

品
が
当
た
る
「ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
が

行
な
わ
れ
、
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
頂
点
に

達
し
ま
し
た
。
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７
月
１９
日

（金
）
月
例
会
後
に
（
秋
田

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
中
野
雅
之
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
『
働
き
方
改
革
支
援
セ
ミ
ナ
ー
』
を

行
い
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
４
月
１
日
よ
り
働
き
方
改

革
改
正
法
が
適
用
開
始
さ
れ
、
「少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
、
働
く
方
々
の
二
―
ズ

の
多
様
化
」
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
環
境

整
備
を
行
い
、
職
場
で
働
き
易
く
よ
り
良

い
将
来
の
展
望
を
持
て
る
社
会
を
目
指
す

事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

講
師
よ
り

『年
次
有
給
休
暇
の
付
与
や

取
得
に
関
す
る
ル
ー
ル
』
に
関
す
る
法
令

を
説
明
し
て
頂
き
、
年
５
日
の
年
次
有
給

休
暇
の
義
務
化
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く

学
習
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
か
ら

施
行
さ
れ
た
改
正
法
で
す
の
で
、
参
加
さ

れ
た
企
業
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

東
北
商
団
連
（正
式
名
称
は
右
の
通
り
）

の
通
常
総
会
が
７
月
５
日
０
山
形
県
Ｊ
Ａ

ビ
ル
に
於
い
て
２６
名
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

坂
部
会
長
（山
形
流
通
団
地
協
同
組
合
）

が
議
長
と
な
り
進
行
さ
れ
た
総
会
は
２
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
満
場

一
致
で
可
決

・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

又
こ
の
後
、
東
北

・
北
海
道
で
初
め
て

導
入
さ
れ
る
、
が
ん
の
最
新
治
療
法
で
あ

る

「重
粒
子
線
治
療
」
の
設
備
が
建
設
さ

れ
る
山
形
大
学
の
川
城
先
生
よ
り
、
そ
の

最
新
治
療
の
概
要
に
つ
い
て
受
講
し
ま
し

た
。去

る
７
月
１１
日
困
秋
田
市
の
イ
ヤ
タ
カ

を
会
場
に
、
令
和
元
年
度
の
秋
田
県
卸
セ

ン
タ
ー
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

辻
会
長

（秋
田
卸
セ
ン
タ
ー
）
の
挨
拶

の
後
、
議
事
に
入
り
、
平
成
３０
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
の
承
認
な
ど
五
つ
の

議
案
が
原
案
通
り
、
承
認
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

尚
、
議
案
の
中
の
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

〈
ム
　
長
　
辻
　
昭
久
氏

（秋
田
卸
セ
ン
タ
ー
）

副
会
長
　
和
泉
正
之
氏

（横
手
卸
セ
ン
タ
ー
）

副
会
長
　
大
渕
秀
治
氏

罷
代
商
業
卸
セ
ン
タ
↓

７
月
に
１
名
０
歳
児
が
入
園
し
、

１９
名

の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
が
揃
っ
た
み

ん
な
の
み
ら
い
よ
こ
て
卸
町
園
で
す
。

Ｏ
歳
児
か
ら
３
歳
児
の
子
ど
も
達
が
活
動

に
よ

っ
て
は
年
齢
別
に
過
ご
し
な
が
ら

も
、
仲
良
く
笑
い
声
を
た
く
さ
ん
響
か
せ

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

暑
い
日
に
は
お
外
で
の
お
水
遊
び
、
湯

水
遊
び
も
始
ま
り
水
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が

ら
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
と
夏
な
ら
で
は
の
遊
び

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
室
内
で
は
皆
で
体

操
を
し
た
り
、
最
近
は
友
達
と
集
ま
っ
て

ピ
ク
ニ
ッ
ク
ご
っ
こ
を
し
た
り
、
お
兄
さ

ん
が
年
下
の
子
の
手
を
つ
な
い
で
ゆ
っ
く

り
と
あ
ん
よ
の
練
習
を
し
て
く
れ
た
り
…

ど
の
子
も
自
分
の
好
き
な
遊
び
を
見
付
け

て
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
成
長
を
感
じ
ま
す
〃
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